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蜻
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
手
に
間
伐
体
験

スタート直後、元気よく歩き出す参加者

蜻「白山」のマーキングがあった
　アサギマダラ

前
山
公
園
で

　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
観
察

　
十
月
二
十
二
日
、
大
宮
小
四

年
生
（
三
十
四
人
）
が
、
香
北

町
美
良
布
で
造
成
中
の
前
山
公

園
（
仮
称
）
で
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

の
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
、
秋
に
本

州
か
ら
鹿
児
島
県
や
沖
縄
県
へ

向
け
て
長
距
離
を
移
動
す
る
チ
ョ

ウ
で
、
児
童
は
、
県
自
然
観
察

指
導
員
の
山
崎
三
郎

さ
ん
ら
か
ら
、
お
話

を
聞
き
、
実
際
に
観

察
を
し
ま
し
た
。

　
児
童
は
、
公
園
内

に
咲
い
て
い
る
フ
ジ

バ
カ
マ
の
蜜
を
吸
い

に
や
っ
て
来
た
ア
サ

ギ
マ
ダ
ラ
を
網
で
捕

獲
し
て
、
大
き
さ
な

ど
を
確
認
し
、
羽
に

場
所
や
日
時
な
ど
を

サ
イ
ン
ペ
ン
で
て
い

ね
い
に
マ
ー
キ
ン
グ

を
し
、
再
び
放
し
ま

し
た
。

　
児
童
が
捕
獲
し
た
中
に
は
、

白
山
（
石
川
県
）
で
既
に
マ
ー

キ
ン
グ
さ
れ
た
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

も
お
り
、
そ
の
飛
行
距
離
の
長

さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
自
分
た

ち
が
マ
ー
ク
し
た
ア
サ
ギ
マ
ダ

ラ
が
、
無
事
に
遠
く
ま
で
飛
ん

で
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
し
た
。

 

十
一
月
三
日
、
健
康
セ
ン

タ
ー
セ
レ
ネ
前
広
場
で
、
ル
ネ

サ
ス
の
森
交
流
事
業
「
フ
ォ
レ

ス
ト
ラ
ン
ド
２
０
０
７
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
三

月
に
、
譁
ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ

ジ
高
知
事
業
所
（
香
南
市
）
、

高
知
県
、
香
美
市
、
香
美
郡
殖

林
組
合
で
締
結
し
た
『
ル
ネ
サ

ス
の
森
』
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定

に
基
づ
き
、
森
林
整
備
と
地
域

交
流
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
市
有
林
の
間
伐
や
森
に

ち
な
ん
だ
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
約

四
百
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
東
山
市
有
林
（
谷
相
）
で
行

わ
れ
た
間
伐
に
は
、
ル
ネ
サ
ス

テ
ク
ノ
ロ
ジ
の
社
員
や
高
知
工

科
大
生
ら
が
参
加
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
手
に
体
験
し
た
間
伐
作

業
で
、
森
林
の
大
切
さ
や
間
伐

の
必
要
性
を
実
感
し
た
よ
う
で

し
た
。

市
有
林
を
協
働
で
間
伐

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む

２
５
２
人
が

物
部
川
沿
い
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
十
月
十
四
日
、
『
上
か
ら
下

ま
で
物
部
川
　
物
部
川
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
０７
』
が
開
催
さ
れ
、

二
百
五
十
二
人
が
、
物
部
川
沿

い
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
環
境
問

題
で
危
機
的
な
状
況
下
に
あ
る

物
部
川
沿
い
を
歩
く
こ
と
で
、

森
林
・
水
利
用
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
物

部
川
流
域
ふ
る
さ
と
交
流
推
進

協
議
会
と
高
知
工
科
大
学
の
学

生
が
中
心
と
な
っ
た
実
行
委
員

会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
当
日

は
、
天
候
の
関
係
で
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
香
北
か
ら
香
南
市

天
然
色
劇
場
ま
で
の
約
二
十

二
誅
の
コ
ー
ス
の
み
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
物
部
川
に
親
し
み
な

が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。



着
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
が
大
人
気
！

香
北
い
き
い
き
合
衆
国
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楽しく体を動かす参加者（表情は真剣！？）

　
十
一
月
十
一
日
、
『
香
美
市
福
祉

体
育
大
会
』
が
香
北
体
育
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ

や
障
害
者
団
体
・
施
設
、
民
生
児
童

委
員
ら
三
百
五
十
人
が
参
加
し
、
九

つ
の
種
目
で
競
技
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
年
齢
や
障
害
の
有
無

に
関
係
な
く
、
全
力
を
発
揮
し
て
、

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

年
齢
や
障
害
に
関
係
な
く

楽
し
ん
だ
福
祉
体
育
大
会

たくさんできた菌床しいたけ

　
十
月
十
九
日
、
大
宮
小
三
年
生

（
三
十
四
人
）
が
、
同
校
内
で
菌
床

し
い
た
け
の
栽
培
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
作
物
を
そ
の
地

域
で
消
費
し
よ
う
と
い
う
「
地
産
地

消
促
進
事
業
」
で
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
児
童
が
毎
日
の
水
や
り
な
ど
の

世
話
を
し
て
、
十
月
二
十
九
日
に
は

た
く
さ
ん
の
し
い
た
け
を
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
収
穫
し
た
し

い
た
け
は
、
給
食
の
食
材
と
し
て
使

用
さ
れ
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。 地

産
地
消
促
進
事
業
　

菌
床
し
い
た
け
栽
培
体
験

　

　
十
一
月
八
日
、
大
栃
小
六
年
生
（
十

一
人
）
が
地
域
学
習
の
一
環
と
し
て
、

塩
の
道
を
歩
き
ま
し
た
。

　
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
塩
の
道
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、
児
童
は
、
塩
の
道
保

存
会
の
公
文
寛
伸
さ
ん
ら
か
ら
、
塩
の

道
の
歴
史
や
史
跡
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
庄
谷
相
か
ら
文
代
峠
ま
で
の
約

九
誅
を
歩
き
ま
し
た
。

　
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
「
実
際
に

道
を
歩
く
こ
と
で
、
塩
を
運
ん
だ
昔
の

人
の
苦
労
も
知
っ
て
も
ら
い
、
歴
史
の

あ
る
道
を
後
世
へ
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地元の児童が歩いて
「塩の道」を学ぶ

　
十
月
二
十
八
日
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
周
辺
施
設
で
『
香
北
い
き

い
き
合
衆
国
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
周
辺
施
設
を
五
つ
の
州
（
ブ
ロ
ッ
ク
）

に
分
け
て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、

訪
れ
た
多
く
の
親
子
が
各
州
を
め
ぐ
っ
て

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

　
中
で
も
人
気
コ
ー
ナ
ー
の
『
ア
ン
パ
ン

マ
ン
の
着
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
』
が
始
ま
る

と
、
多
く
の
人
だ
か
り
が
で
き
、
子
ど
も

た
ち
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
活
躍
を
夢
中

に
な
っ
て
観
て
い
ま
し
た
。

アンパンマンの登場に子どもたちもおおよろこび

蜻
馬
頭
観
音
の
説
明
を
聞
く

　
児
童
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７
氏
が
受
賞

 

第
２
回
香
美
市
民
賞

 
　
十
一
月
三
日
、
『
第
二
回
香

美
市
民
賞
表
彰
式
』
が
プ
ラ
ザ

八
王
子
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
産
業
・
教
育
・
文

化
・
政
治
・
福
祉
な
ど
の
分
野

で
活
躍
、
貢
献
の
あ
っ
た
方
を

表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
次

の
七
人
の
方
々
が
市
民
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

 

●
恒
石
堯
さ
ん
（
七
十
六
歳
・

香
北
町
下
野
尻
）

       

四
期
十
二
年
間
に
わ
た
り
民

生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ

た
ほ
か
、
交
通
安
全
の
推
進
な

ど
を
行
い
地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
間
闢
福
義
さ
ん
（
七
十
七
歳
・

土
佐
山
田
町
西
本
町
）

       

現
在
ま
で
二
十
七
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会
香

美
支
部
の
理
事
を
務
め
、
児
童

へ
の
安
全
指
導
な
ど
の
活
動
を

積
極
的
に
行
い
、
交
通
安
全
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 

●
石
川
富
男
さ
ん
（
七
十
九
歳
・

土
佐
山
田
町
山
田
）

       

昭
和
四
十
四
年
の
日
曜
市
誕

生
よ
り
現
在
ま
で
、
日
曜
市
組

合
の
役
員
を
務
め
、
同
市
の
発

展
に
努
め
ら
れ
た
ほ
か
、
長
年

に
わ
た
り
明
治
地
区
公
民
館
長

と
し
て
教
育
・
文
化
の
高
揚
に

努
め
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

 

●
大
塚
善
子
さ
ん
（
七
十
三
歳
・

土
佐
山
田
町
植
）

       

高
知
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
理
事
、
香
美
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
副
委
員
長
を
歴
任
し
、

長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
平
成
十
年
か

ら
現
在
ま
で
務
め
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 

●
山
本
貞
雄
さ
ん
（
八
十
一
歳
・

土
佐
山
田
町
新
改
）

       

交
通
会
社
に
五
十
年
以
上
勤

め
、
地
域
交
通
と
生
活
圏
の
構

築
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
十
三
年
か
ら
現
在
ま
で
香

長
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
長
を

務
め
ら
れ
る
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
篠
崎
裕
一
さ
ん
（
八
十
二
歳
・

物
部
町
大
栃
）

       

平
成
七
年
か
ら
十
八
年
ま
で

物
部
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
を
務
め
、
地
域
の
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
を
推
進
し
、
高
齢
者
活

動
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

 

●
佐
野
彰
良
さ
ん
（
七
十
歳
・

土
佐
山
田
町
東
本
町
）

       

昭
和
五
十
六
年
よ
り
佐
野
内

科
（
現
・
佐
野
内
科
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
を

開
院
し
、
地
域
住
民
は
も
と
よ

り
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
繁
藤

小
中
学
校
の
校
医
を
、
昭
和
五

十
九
年
か
ら
山
田
高
校
の
学
校

医
を
現
在
ま
で
務
め
ら
れ
、
市

保
健
行
政
と
地
域
医
療
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 

復
旧
し
た
紅
麗
橋
に

 

児
童
・
生
徒
の
『
書
』

  

平
成
十
七
年
九
月
の
台
風
１４

号
で
流
出
と
い
う
大
き
な
被
害

を
受
け
た
紅
麗
橋
（
べ
ふ
峡
上

流
の
林
道
大
栃
線
）
の
復
旧
・

再
建
さ
れ
た
橋
に
、
地
元
の
児

童
・
生
徒
の
『
書
』
に
よ
る
橋

銘
板
が
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

 

十
月
十
八
日
に
物
部
支
所
で
、

『
書
』
を
書
い
た
山
　
元
暉
君

（
大
栃
小
六
年
）
、
山
中
明
加

里
さ
ん
（
大
栃
中
三
年
）
、
秋

山
心
平
君
（
大
栃
高
三
年
）
の

三
人
に
、
市
長
か
ら
お
礼
の
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

市長から記念品を受け取る山中さん

こ
う
れ
い
き
ょ
う
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ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

第
２
回
香
美
市
体
育

大
会

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
九
月
九
日
、

鏡
野
中
体
育
館
）

【
男
子
六
人
制
】

一
位
＝
土
佐
山
田
ク
ラ
ブ
Ａ
、

二
位
＝
土
佐
山
田
ク
ラ
ブ
Ｂ
、

三
位
＝
舟
入

【
女
子
九
人
制
】

一
位
＝
山
田
体
育
会
、
二
位
＝

山
田
マ
マ
、
三
位
＝
バ
ボ
チ
ャ

ン
ズ

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
九
月
三
十

日
、
宝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か
）

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

一
位
＝
乾
国
倍
・
恒
石
啓
一
組
、

二
位
＝
原
田
雄
人
・
恒
石
寛
美 

組
、
三
位
＝
石
川
則
行
・
土
居

裕
人
組

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

一
位
＝
久
保
京
子
・
五
藤
理
代 

組
、
二
位
＝
小
原
史
菜
・
石
川

公
美
組
、
三
位
＝
椋
本
美
由
紀
・

岡
闢
有
衣
組

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
九
月
三
十

日
、
秦
山
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
）

一
位
＝
東
邦
、
二
位
＝
友
交
、

三
位
＝
香
北

◆
弓
道
（
九
月
三
十
日
、
時
久

道
場
）

【
個
人
五
段
以
上
】

一
位
＝
岡
本
明
弘
、
二
位
＝
山

本
邦
秀
、
三
位
＝
山
闢
正
臣

【
個
人
四
段
以
下
】

一
位
＝
瀧
脇
新
司
、
二
位
＝
中

井
潤
、
三
位
＝
山
本
小
百
合

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
十
月
七
日
、

香
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

一
位
＝
土
佐
山
田
体
育
会
、
二

位
＝
香
北
町
体
育
会
、
三
位
＝

日
穂
産
業
、
同
＝
と
さ
や
ま
だ

フ
ァ
ミ
リ
ア

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
十
月
十
四

日
、
山
田
高
体
育
館
）

【
一
部
団
体
】

一
位
＝
工
科
大
、
二
位
＝
ス
ク

ラ
ッ
チ
、
三
位
＝
た
ま
ひ
よ
く

ら
ぶ
Ａ

【
二
部
団
体
】

一
位
＝
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
二
位

＝
楠
目
Ｂ
、
三
位
＝
た
ま
ひ
よ

く
ら
ぶ
Ｂ

【
一
部
混
合
複
】

一
位
＝
岡
田
朋
己
・
吉
村
加
奈

枝
組
、
二
位
＝
細
木
隆
豊
・
吉

本
智
美
組
、
三
位
＝
田
中
謙
三
・

弘
田
り
さ
組
、
同
＝
下
村
一
史
・

浜
田
美
恵
組

【
二
部
混
合
複
】

一
位
＝
楠
目
雅
洋
・
綾
美
砂
組
、

二
位
＝
中
西
将
・
森
岡
麻
美
組
、

三
位
＝
清
藤
和
樹
・
橋
本
恵
組
、

同
＝
武
田
米
弘
・
岡
崎
多
恵 

組◆
ペ
タ
ン
ク
（
十
月
十
四
日
、

香
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

一
位
＝
香
北
楽
虎
会
Ⅰ
、
二
位

＝
Ｙ
Ｋ
Ｋ
、
三
位
＝
長
寿
芳

◆
卓
球
（
十
月
十
四
日
、
香
北

体
育
セ
ン
タ
ー
）

【
団
体
】

一
位
＝
土
佐
山
田
、
二
位
＝
香

北
Ａ
、
三
位
＝
香
北
Ｂ

【
個
人
】

一
位
＝
久
保
雅
和
、
二
位
＝
原

正
則
、
三
位
＝
福
留
哲
男
、
同

＝
弘
末
紀
文

優
勝
！

香
長
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

第
２７
回 

高
知
県
小
学
生
野
球

越
知
新
人
大
会

（
十
月
二
十
日
〜
十
一
月
十
日
、

越
知
町
民
総
合
運
動
場
）

　
県
内
の
約
八
十
チ
ー
ム
が
参

加
（
香
美
市
か
ら
も
四
チ
ー
ム

が
参
加
）
し
て
開
催
さ
れ
た
新

人
大
会
で
、
香
長
フ
ァ
イ
テ
ィ

ン
グ
が
、
激
戦
を
勝
ち
抜
い
て

決
勝
戦
に
進
出
し
、
決
勝
戦
で

も
、
朝
倉
第
二
ヤ
ン
グ
タ
イ
ガ

ー
ス
（
高
知
市
）
に
４
対
２
で

勝
利
し
、
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
結
成
十
カ
月
で
手
に

し
た
ビ
ッ
グ
タ
イ
ト
ル
に
、
香

長
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
選
手
と

保
護
者
ら
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ

て
い
ま
し
た
。 

第
２４
回 

高
知
県
小
学
生

陸
上
競
技
大
会

（
十
月
七
日
、
県
立
春
野
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

　
香
美
市
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
香
北
陸
上
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
、

男
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
な

ど
で
優
勝
し
ま
し
た
。
同
ク
ラ

ブ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
主
な
結
果
◆

【
五
・
六
年
女
子
走
幅
跳
】

一
位
＝
五
百
蔵
穂
花
（
４
ｍ
４５

ｃｍ
）
、
三
位
＝
西
野
未
里
（
４

ｍ
３８
ｃｍ
）

【
五
・
六
年
女
子
八
十
ｍ
障
害
】

三
位
＝
新
田
琳
（
１５
秒
４３
）

【
一
〜
四
年
男
子
四
百
ｍ
リ
レ
ー
】

一
位
＝
大
西
悠
太
・
岡
本
茂
樹
・

有
川
文
椰
・
小
松
航
己
（
１
分

４
秒
２１
）

【
五
〜
六
年
女
子
四
百
ｍ
リ
レ
ー
】

二
位
＝
吉
本
桃
子
・
五
百
蔵
穂

花
・
新
田
琳
・
西
野
未
里
（
５８

秒
２５
）

香長ファイティング

香北陸上クラブ


